











































































































































た 1927（昭和 2）年から 90周年にあたる節目の
年であった。鈴木商店は 1874（明治 7）年頃に神
戸で初代鈴木岩治郎が砂糖引取商として開業した
ものであり、岩治郎が亡くなった後、未亡人の鈴
木よねから番頭の金子直吉が経営を全面的に任さ
れ、砂糖の他に樟脳・米麦・塩・鉄鋼品など多様
な商品を扱う貿易商社に転じ、明治後期から大正
期に急拡大した。同社は商取引以外に生産部門に
も活発な投資を行って諸企業を傘下に収め、鈴木
コンツェルンを形成した。日本経済が第一次世界
大戦期の「大戦景気」に沸く中、鈴木商店の勢い
はとどまるところを知らず貿易業界の雄であった
三井物産を猛追し、一時その年商（取扱高）を超
えたといわれた。だが大正期の後半にはそれまで
の積極策が裏目に出て資金繰りに窮するようにな
